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取り付け要領

取り付け
1. ローラブラケットプレート 1 枚、1/2 x

1–1/2 in キャップスクリュ 2 本とロック
ナットを使って、ローラブラケットをエア
レータの左右の端部にある垂直フレーム
チューブに、ローラブラケットを仮止めする
（図 1）。ローラブラケットがエアレータに
背を向けるのが正しい取り付け方法である。

2. ローラブラケットを、シュラウドとフレー
ム底部との中間位置にセットし、ロックナッ
トを締め付ける（図 1）。

図 1

1. エアレータのフレーム 4. ローラブラケットプレート
2. ロックナット 5. キャップスクリュ
3. ローラブラケット

ススステテテッッップププ 333 ととと 444 ははは、、、モモモデデデルルル 09921,09921,09921, 09922,09922,09922,
099240992409924 おおおよよよびびび 099250992509925ででで必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

3. エアレータの左右で、シュラウド・アセン
ブリを垂直フレームチューブに固定している
上キャップスクリュ、ロックワッシャ、ス
ペーサををはずす（図 2）。キャップスク
リュは廃棄するが、ワッシャとスペーサは
捨てずにおくこと。

注 スペーサはシュラウドとフレームチュー
ブの間にあります。

図 2

1. 上キャップスクリュ 3. スペーサ
2. ロックワッシャ

4. 先に取り外したロックワッシャとスペーサ、
および新しい 3/8 x 4–1/2 in キャップスク
リュを使って、エアレータの左右に長いスプ
リングポストを取り付ける（図 3）。長いス
プリングポストは、2本の溝がシールドに背
を向けるように取り付ける。

注 スペーサはシュラウドとフレームチュー
ブの間に間違いなく取り付けてください：
スプリングポスト（穴の直径 3/8 インチ）
を使ってください。
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図 3

1. キャップスクリュ 3. 長いスプリングポスト：穴の
直径 3/8 インチ（9 mm）

2. ロックワッシャ 4. スペーサ

ススステテテッッップププ 555 ととと 666 ははは、、、モモモデデデルルル 09931,09931,09931, 09932,09932,09932,
099330993309933 おおおよよよびびび 099340993409934 ででで必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

5. エアレータの左右で、シュラウド・アセン
ブリを垂直フレームチューブに固定している
上キャップスクリュとロックワッシャを外
す（図 4）。キャップスクリュとワッシャ
は廃棄する。

図 4

1. 上キャップスクリュ 2. ロックワッシャ

6. 新しい 1/2 x 4–1/2 in キャップスクリュ
とロックワッシャを使って、エアレータの
左右に長いスプリングポストを取り付ける
（図 5）。長いスプリングポストは、2本
の溝がシールドに背を向けるように取り付
ける。

注 スプリングポスト（穴の直径 1/2 イン
チ）を使ってください。

図 5

1. キャップスクリュ 3. 長いスプリングポスト：穴の
直径 1/8 インチ（3 mm）

2. ロックワッシャ

7. 各ローラチャネルの前端部に、短いスプリ
ングポストを 2 本ずつ取り付ける； キャッ
プスクリュとロックナットを使用する。スプ
リングポストは、図 6 のように 2 条溝が
チャネルを向くように取り付ける。

図 6

1. ロックナット 3. ローラチャネル
2. 短いスプリングポスト（2本） 4. キャップスクリュ

8. 大きいワッシャと 5/8 in ロックナットを
使って、各ローラブラケットにローラチャ
ネルを取り付ける（図 7）。ローラチャネ
ルは、スプリングポストがエアレータの前
部にくるように取り付ける。
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図 7

1. ナット 3. ローラチャネル
2. ワッシャ（大）

9. ローラの各端部に、スペーサとベアリング
ピローブロックを挿入する（図 8）。また、
それぞれの端部にナットを取り付ける。まず
ナットを締め付け、その後にベアリング固定
ねじを締め付ける。

図 8

1. ナット 3. スペーサ
2. ベアリングピローブロック 4. ローラ

10.ローラ＆ピローブロックアセンブリをロー
ラチャネルの下におく（図 9）。

11.各ローラチャネルにピローブロックを仮止め
する； キャップスクリュ 2 本、小さいワッ
シャ、ロックナットを使用する（図 9）。

図 9

1. キャップスクリュ 3. ピローブロック
2. ワッシャ 4. ナット

12.各ローラチャネルにローラサポートブラ
ケットを仮止めする； キャップスクリュ 2
本、小さいワッシャ、ロックナットを使用
する（図 10）。

図 10

1. キャップスクリュ 3. ローラサポートブラケット
2. ワッシャ 4. ナット

13.ピローブロックとローラサポートブラケッ
トをローラチャネルに固定するロックナット
を本締めする。

14.以下の手順で、エアレータの左右にフック
スプリング・アセンブリを取り付ける：
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• スプリングワイヤのうちの 2 本を長いス
プリングポストに引っ掛ける（図 11）。

• 取り付けたスプリングワイヤの上から
スプリングをかぶせるように通し、ワ
イヤの端部をスプリングに引っ掛ける
（図 11）。

• もう1本のスプリングワイヤを短いスプリ
ングポストに引っ掛け、ワイヤの端部を
スプリングに引っ掛ける（図 11）。取
り付け中にワイヤを交差させないように
すること。

図 11

1. スプリングワイヤ（2本） 4. スプリングポスト（長い方）
2. スプリング 5. スプリングワイヤ（1本）
3. スプリング・アセンブリ

15.スプリングの張りを調整する。フレーム
チューブに取り付けたローラブラケット
（図 12）を上にずらすと、ターフへのロー
ラの押圧が小さくなります。ローラブラケッ
トを下にずらすとローラの押圧が大きくなり
ます。ブラケットは左右同じに調整してく
ださい。

図 12

1. ローラブラケット

4
 




